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養 護 教 育 実 習 にお け る保健 管 理 ・保 健 教 育 の現 状

大 川 尚 子, 岩 崎 保 之

1.目 的

近 年,都 市 化,少 子 高 齢 化,情 報 化,国 際化 な ど に よ る社 会 環 境 や 生 活 環 境 の 急激 な変

化 は 子 ど もの 心 身 の健 康 に も大 きな 影 響 を与 えて お り,学 校 生 活 にお い て も生 活 習 慣 の 乱

れ,い じめ,不 登 校,児 童 虐 待 な どの メ ン タル ヘ ル ス に関 す る課 題,ア レル ギ ー疾 患,性

の 問題 行 動 や薬 物 乱 用,感 染 症 な どの新 た な課 題 が 顕 在 化 して い る.そ の よ うな状 況 の 中,

養 護 教 諭 も学 校 にお け る健 康 の保 持 増 進 に 関 わ る専 門職 と して大 き な役 割 を担 っ て い る.

特 に児 童 生 徒 等 の心 の健 康 問 題 につ い て は,観 察 力,判 断 力 を統 合 した対 応 や 他 職 種 との

調 整 能 力,カ ウ ンセ リ ン グ能 力 が 求 め られ て い る1'2).

養 護 実 習(本 学 で は養 護 教 育 実 習)は,教 育 職 員 免 許 法 第5条,教 育 職 員 免 許 法 施 行 規

則 第10条 の 規 程 に よ り,養 護 教 諭 の普 通 免 許 状 の 授 与 を受 け る場 合 に必 要 な科 目 の1つ

と して 定 め られ て い る.専 修 免 許 状 と一 種 免 許 状 で は5単 位,二 種 免 許 状 で は4単 位 を履

修 す るが,教 育 職 員 免 許 法 施 行 規 則 第6条 第1項 表 備 考 第8号 に お い て,そ の 内 の1単 位

は養 護 実 習 の事 前 事 後 指 導 を行 う こ とに な って い る.そ の 目的 は,(1)学 校 教 育 の実 際 につ

い て体 験 的 総 合 的 な認 識 を得 る,(2)教 育 者 と して の使 命 感 と児 童 生 徒 へ の 愛 情 を 深 め,教

員 と して の資 質 向 上 の意 欲 を持 つ た め の機 会 とす る,(3)養 護 や教 職 に関 す る専 門 科 目の 履

修 を通 じて得 られ る専 門 的 な知 識 ・技 能,理 論 ・技 術 を教 育 活 動 の 中 で再 構 成 し,児 童 生

徒 の 発 達 の促 進 に適 用 す るた め の 実 践 的 能 力 の 基 礎 を形 成 す る,(4)教 育 実 践 に関 し課 題 解

決 や創 意 工 夫 に必 要 な学 問 研 究 の 能 力 態 度 の基 礎 を培 う と され て い る.

2015年 の 中央 教 育 審 議 会 答 申3)で は教 育 実 習 は5単 位 の ま ま で,う ち2単 位 は 学 校 イ

ンタ ー ン シ ッ プ に充 て て も よ い とす る な ど,今 後 の教 育 実 習 の あ り方 に つ い て の提 案 が な

され た.こ れ ら の施 策 が 行 わ れ る中 で,今 日の 教 育 実 習 は,完 成 され た教 員 を送 り出 す た

め の 準 備 教 育 の 総 仕 上 げ と して の 意 味 合 い が 大 き か った か つ て の教 育 実 習 と は異 な り,一

度 に完 結 す る も ので は な く,継 続 的 ・部 分 的 に大 学 で の 学 び を 学校 現 場 で確 認 す る実 践 的

授 業 科 目 の1つ と捉 え られ る よ うに な って き て い る4'5).
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養 護 実 習 は,職 務 内容 の 特 徴 か ら,保 健 室 運 営 だ けで は な く,学 校 保 健 情 報 の把 握,保

健 教 育 や,個 人 を対 象 と した保 健 指 導 や健 康 相 談 な どを含 ん で い る6).そ の た め実 習 内 容

は 多 岐 にわ た って い る.児 童 生 徒 等 の 将 来 的 な 問 題 を予 測 し,そ の 時 代 に対 応 で き る養 護

教 諭 を育 成 ・支 援 す るた め に,限 られ た実 習 期 間 の 中 で 効 果 的 に実 習 を展 開 す る必 要 性 は

高 い7).

本 学 家 政 学 部 生 活 福 祉 学 科 で は,援 助 を 必 要 とす る人 々 を含 む す べ て の 人 が,心 豊 か に

生 活 で き る よ う,生 活 福 祉 に関 す る専 門 的知 識 ・理 解 を深 め,4年 間 の学 び を通 して,情

緒 豊 か で 高 雅 な,凛 と した 品 位 あ る女 性 人 材 の 養 成 を 目指 し,卒 業 後 に は,多 様 化 す る福

祉 領 域 や 地 域 社 会,教 育 な ど,福 祉 や 家 政 学 につ い て の 深 い素 養 を活 か した 分 野 で活 躍 で

き る人 材 の育 成 を 目指 して い る8).

そ の 目標 を達 成 す るた め に も効 果 的 な養 護 教 育 実 習 を実 施 す る必 要 が あ り,現 在 の 養 護

教 育 実 習 の 内 容 を明 らか に し,今 後 の 指 導 に生 か す 必 要 が あ る と考 え た.そ こで,本 稿 で

は養 護 教 育 実 習 にお け る保 健 管 理 ・保 健 教 育 の現 状 を調 査 し,そ の 結 果 を分 析 す る こ とで,

本 学 科 の養 護 教 諭 養 成 教 育 の充 実 を図 る示 唆 を得 る こ と を 目的 と した.

2.方 法

令 和2年 度 に教 職 実 践 演 習(養 護 教 諭)を 履 修 した学 生48名 を対 象 と して,自 己 記 入

式 質 問 紙 調 査 を実 施 した.調 査 時 に 「この調 査 は今 後 の 指 導 の 資 料 とす るた め の もの で あ

り,教 育 や 研 究 以 外 の 目的 で は使 用 しな い こ と,成 績 と は無 関係 で あ る こ と」 を確 認 し調

査 を行 っ た.な お,調 査 用 紙 は 実 習 終 了後LMS(学 修 管 理 シ ス テ ム)の ア ン ケ ー ト機 能 を

利 用 して 回 収 した.回 収 率 は10096で あ っ た.そ の 中 で す べ て の 項 目 に回 答 して い る48

名(100%)を 解 析 対 象 者 と した.調 査 内 容 は,養 護 教 育 実 習 の 実 施 内 容,授 業 で も っ と

学 ん で お き た か っ た こ とな どで あ った.

3.結 果

1)実 習 校

実 習 校 の 学 校 種 は,原 則 小 学 校 で の 実 習 と し て い る こ と か ら,小 学 校46校(95.80/・)で

あ っ た け れ ど も,高 等 学 校2校(4.20/・)も 含 ま れ た.

児 童 生 徒 数 は,149人 以 下7校(14.6%),150～299人 以 下9校(18.80/・),300人 ～

499人14校(29.20/・),500人 以 上18校(37.5%)で あ っ た.

養 護 教 諭 の 配 置 は,単 数39校(81.3%),2人 配 置6校(12.5%),3人 配 置3校(6.3%)

で あ っ た.

2)実 習 期 間
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実 習 期 間 は2020年5月 ～12月 で あ っ た が,新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 を 考 慮 し,

14人(29.20/・)は 実 習 校 で の 実 習 期 間 を 短 縮 し,2020年12月 ～2021年1月 に 学 内 教 育

実 習 を 追 加 実 施 し た.

3)養 護 教 育 実 習 の 内 容

(1)健 康 観 察

「健 康 観 察 を 実 施 し た 」 の は38人(79.2%)で あ っ た.

(2)健 康 診 断

「健 康 診 断 を 実 施 し た 」 の は45人(93.8%)で あ っ た.そ の 内 容 は,二 計 測 が 一一番 多 く

次 い で16人(33.30/・),次 い で 内 科 検 診15人(31.30/・),視 力 検 査15人(31.30/・),耳 鼻 科

検 診14人(29.20/・),眼 科 検 診13人(27.Oo/・),歯 科 検 診10人(20.80/・)の 順 で あ っ た

(表1).

(3)健 康 相 談

「健 康 相 談 を 実 施 し た 」 の は10人(20.8%)で あ っ た.

(4)バ イ タ ル サ イ ン

「バ イ タ ル サ イ ン を 測 定 し た 」 の は27人(56.3%)で あ っ た.そ の 内 容 は 体 温 測 定 が 一

番 多 く22人(45.80/・),次 い で 脈 拍 測 定13人(27.0%),血 中 酸 素 濃 度 測 定8人(16.70/・),

血 圧 測 定5人(10.4%)で あ っ た(表2).

表1健 康診 断 の内 容 表2バ イ タ ル サ イ ン の 内 容

内容 人 % 内容 人 %

二計測(身 長 ・体重)

内科検診

視力検査

耳鼻科検診

目艮禾斗杉ミ言多)

歯科検診

聴力検査

就学時健康診 断

色覚検査

心電図検査

・ひ月蔵禿貧言多

モ ア レ検査

オ ー トレフラク トーメーター検 査

運動器検査

尿検査

ブラッシング指導

マ ラソン前健康診断

耳哉員イ建康言多断

診断の事後処理
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【「lilll酸素濃度測定

血圧 測定

問診

呼吸数測定

顔色 の確 認

22

13

8

5

1

1

1

45.8

27.0

16.7

10.4

2.1

2.1

2.1
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(5)救 急 処 置

「救 急 処 置(外 科 的)を 実 施 」 し た の は46人(95.80/・)で あ っ た.そ の 内 容 は 擦 り 傷 が

34人(70.8%)と 一 番 多 く,次 い で 打 撲24人(50.0%),切 り 傷12人(25.0%),捻 挫

9人(25.Oo/・)で あ り(表3-1),そ の 処 置 は 絆 創 膏10人(20.80/・),冷 却9人(18.8%),

消 毒8人(16.70/・)で あ っ た(表3-2).

「救 急 処 置(内 科 的)を 実 施 し た 」 の は23人(47.go/・)で あ っ た.そ の 内 容 は 頭 痛12

人(25.096),腹 痛11人(22.996),嘔 気 ・嘔 吐8人(16.70/・)の 順 で あ っ た(表3-3).

(6)医 療 機 関 搬 送

「救 急 車 を 呼 ぶ 場 面 に 遭 遇 し た 」 の は2人(4.20/・)で あ り,「 同 伴 受 診 に 付 き 添 う 場 面

に 遭 遇 し た 」 の は6人(12.5%)で あ っ た.

(7)医 療 的 ケ ア

「医 療 的 ケ ア を 見 学 し た の は 」 の は3人(6.30/・)で あ っ た.そ の 内 容 は 一 型 糖 尿 病,食

事 の 補 助,ト イ レ の 補 助,お む つ の 交 換,脊 柱 側 蛮 症 の コ ル セ ッ ト 等 で あ っ た.

(8)環 境 衛 生 検 査

「環 境 衛 生 検 査 を 実 施 し た 」 の は28人(58.30/・)で あ っ た.そ の 内 容 は 水 質 検 査 が 一一番

多 く23人(47.9%),次 い で 照 度 検 査7人(14.60/・)で あ っ た(表4).

(9)保 健 室 で の 消 毒

1)機 器 の 消 毒 は ア ル コ ー ル27人(56.3%),オ ー ト ク レ ー プ12人(25.0%),シ ン

メ ル ブ ッ シ ュ7人(15.696)で あ っ た.そ の 他 と し て,使 い 捨 て の 機 器 を 使 用,検 診 機 器

の 消 毒 は 業 者 委 託 が あ げ ら れ た.ま た,コ ロ ナ 禍 の た め,次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム ・ ビ オ レ ・

マ イ ペ ッ ト ・バ ス マ ジ ッ ク リ ン 等 も 使 用 し て い た.

2)創 傷 等 の 消 毒 は,マ キ ロ ン20人(41.2%),オ ス バ ン7人(14.60/・)で あ り,創 傷

に は 基 本 的 に 消 毒 薬 を 使 用 し て い な か っ た も の が14人(29.20/・)で あ っ た.そ の 他 と し て,

オ キ シ ド ー ル,ワ セ リ ン,マ ス キ ン 水,キ ズ ニ コ,洗 浄 綿,ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 塩 化 物 液,

イ ソ ジ ン 等 多 岐 に わ た っ て い た.

3)手 指 等 の 消 毒 は,ア ル コ ー ル40人(83.396),オ ス バ ン3人(6.30/・),ヒ ビ テ ン1

人(2.1%),そ の 他2人(4.2%)で あ っ た.そ の 他 と し て,プ ロ グ レ ス ウ オ ー タ ー,次

亜 塩 素 酸 水,ア ル ポ ナ ー ス,ウ エ ル セ プ ト が あ げ ら れ た.

(10)保 健 教 育

「保 健 教 育 を 実 施 し た 」 の は42人(87.50/・)で あ り,そ の 内 容 は 個 別 の 保 健 指 導3人

(6.25%),特 別 活 動 の 保 健 教 育27人(56.3%),体 育 科 ・保 健 体 育 科 の 保 健 教 育19人

(39.60/・),そ の 他 の 保 健 教 育8人(16.7%)で あ っ た.保 健 教 育 の 内 容 は,け が の 手 当

て9人(18.80/・)が 一 番 多 く,次 い で 睡 眠7人(14.696),手 洗 い5人(10.40/・),初 経
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指 導4人(8.30/・),身 の 回 り の 清 潔4人(8.30/・)な ど 多 岐 に わ た っ て い た(表5).

「保 健 だ よ り を 作 成 し た 」の は30人(62.5%),「 掲 示 物 を 作 成 し た 」の は,22人(45.8%)

で あ っ た.掲 示 物 の 内 容 は 目6人(12.5%),歯4人(8.3%)な ど 多 岐 に わ た っ て い た(表

6).

表3/救 急 処 置(外 科 的)の 内 容 表33救 急 処 置(内 科r1勺)の 内 容

内容 人 % 内容 人 %

擦 り傷

打撲

切 り傷

捻挫

とげ

虫刺され

突き指

鼻出血L

火傷

目

刺 し傷

捻挫

頭部打撲

爪

虫さされ

挫傷

34

24

12

9

5

4

4

4

3

3

2

2

1

1

1

1

8

0

0

8

4

3

3

3

3

3

2

2

1

1

1

1

刀

5。

ゐ

B

m

a

a

a

a

a

ヰ

な

2

2

2

2

頭痛

腹痛

嘔気 ・嘔吐

しんどい

発熱

湿疹

熱中症

下痢

月経痛

心rl勺影響

ふらつき

2

1

8

4

4

2

2

1

1

1

1

1

1

25.0

22.9

16.7

8.3

8.3

4.2

4.2

2.1

2.1

2.1

2.1

表4環 境 衛 生検 査 の 内容

内容 人 %

表3-2救 急 処 置(外 科 的)

処置 人 %

絆創膏

冷却

消毒

享1酸イ[i

ガーゼ'

洗浄

塗 り薬

10

9

8

5

4

3

1

20.8

18.8

16.7

10.4

8.3

6.3

2.1

表5保 健 教 育 の内 容

水質検査

照度検査

温度

湿度

ダニ検査

WBGT検 査

AEDの 点検

ホルムァルデ ヒド検査

石鹸点検

ポンプ室にて塩素投入作業

トイレの消毒

手す りの消毒

手洗い場の消毒

3

7

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2 9

る

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

47

14

4

4

4

4

2

2

2

2

2

2

2

内容 人 % 内容 人 %

けがの手当て

睡眠

手洗い

初経指導

身の回 りの清潔

目の大切 さ

病気の予防

思春期にあ らわれる変化

新型 コロナ ウイルス(感 染症対策)

歯肉炎

姿勢

早寝 ・早起 き ・朝 ごはん

す くす く育て わた しの体

9

7

5

4

4

3

3

3

3

2

2

2

2

8

6

4

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

18

14

10

a

&

a

a

α

a

几

4

几

几

虫歯予防

耳の大切 さ

喫煙の害 と健康

虫歯

生活習慣

大人に近づ く体

喫煙、飲 酒、薬物乱用

AED

修学旅行前の保健指導

心の健康 不 安や悩 みへ の対処

お しゃれ障害について

メデ ィァ と健康

一 日の生活の しかた

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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表6掲 示 物 の 内 容

内容 人 % 内容 人 %

目

歯

かぜ ・感 染症 に対 す る 」り防

コロナ ウ イルス の予 防

健康 クイズ

校 内の危 険 な場所 ・行 動

,耳鼻科検 診

手洗 い

眼科 健診

Ilに い い食 べ物

6

4

2

2

2

1

1

1

1

1

12.5歯 に いい食 べ物

8.3動 物 の 目の不 思議

4.2マ ス クのlllし いつ け方

4.2保 健 キャ ラ クター募 集

4.2廊 下 で の怪 我 の防止

2.1熱 中症

2.1砂 糖 の と りす ぎ

2.1正 しい姿勢

2.1け が の予防

2.1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

(9)保 健 室 経 営 計 画

「保 健 室 経 営 計 画 に つ い て 実 習 し た 」 の は26人(54.20/・)で あ っ た.

(10)日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー

「手 書 き 申 請 を 実 習 し た 」 の は11人(22.go/・),「 コ ン ピ ュ ー タ 申 請 を 実 習 し た 」 の は

22人(45.8%)で あ っ た.

(11)医 療 券

「医 療 券 の 実 習 を し た 」 の は13人(27.1%)で あ っ た.

(12)大 学 の 授 業 で も っ と 学 ん で お き た か っ た こ と

「大 学 の 授 業 で も っ と 学 び た か っ た こ と 」 は 救 急 処 置19(39.60/・)で 一 番 多 く,次 い で

指 導 案 や 授 業 方 法15人(31.30/・)で あ っ た(表7).

表7大 学 の 授 業 で も っ と学 び た か った こ と

内容 人 % 内容 人 %

救急処置

指導案や授業方法

保健指導

日本スポーツ振興センターの手続き

問診の方法

健康診断

9

[」

4

4

4

つ
」

1

1

39.6

31.3

8.3

8.3

8.3

6.3

保 健 に関 す る事務 手続 き

宿 泊 学習 や外 部学 習

11]t川二物 の処 理

コ ミュニ ケ ーシ ョンの取 り方

看 護 技術

こ ど もの発 達 段 階

2

2

2

1

1

1

4.2

4.2

4.2

2.1

2.1

2.1

4)新 型 コ ロナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響

(1)実 習 期 間 の 変 更

今 年 度 の実 習 は,新 型 コ ロ ナ ウ イル ス感 染 症 の影 響 に基 づ い て 文 部 科 学 省 よ り発 出 され

た 「令 和2年 度 に お け る教 育 実 習 の実 施 期 間 の弾 力 化 に つ い て(通 知)」9)に よ り,14人
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(29.20/・)は 実 習 期 間 を短 縮 し,2020年12月 ～2021年1月 に 学 内 教 育 実 習 を追 加 実 施 し

た.

(2)学 内教 育 実 習 の 内 容

令 和2年 度 に限 っ て は,教 育 実 習 の 科 目の 総 授 業 時 間 数 の うち,3分 の1を 超 え な い 範

囲 を大 学 ・専 門 学 校 等 にお け る授 業 に よ り行 う こ とは 差 し支 え な い けれ ど も,教 育 実 習 の

趣 旨 を満 た す こ とが で き る よ う,学 校 教 育 の 実 際 を体 験 的,総 合 的 に理 解 で き る よ うな実

習 ・演 習 等 と して 実 施 す る こ と等 に 努 め る こ と され た9).4単 位 の教 育 実 習 に つ い て,こ

れ ま で 小 学 校 等 で の教 育 実 習 と して4週 間 で 実 施 して い た もの が2週 間 で 実 施 可 能 とな り,

本 来 な らば4単 位 ・120時 間(1時 間:45分)の 実 習 が 必 要 とな る 内 の3分 の1を 大 学 等

に お け る授 業 で 代 替 す る こ とか ら,本 学 で は40時 間分 の学 内教 育 実 習(20回 分 の授 業)

を行 うこ と と した.養 護 教 育 実 習(4単 位)は,教 育 実 習 総 論2回,教 材 研 究 ・模 擬 授 業4

回,児 童 理 解4回,特 別 支 援4回,特 別 研 究6回 の 学 内教 育 実 習 を追 加 実施 した.

4.考 察

文 部 科 学 省 は,教 育 課 程 審 議 会 答 申 の 「養 成 と採 用 ・研 修 との連 携 の 円滑 化 につ い て(第

3次 答 申)」lo)の 中 で,教 員 の 各 ラ イ フス テ ー ジ に応 じて求 め られ る資 質 能 力 につ い て,

初 任 者 の段 階 で は大 学 の教 職 課 程 で 取 得 した 基 礎 的,理 論 的 内 容 と実 践 的 指 導 力 の基 礎 等

を前 提 と し,養 護 教 諭 につ い て は,心 身 の健 康 観 察,救 急 処 置,保 健 指 導 等 児 童 ・生 徒 の

健 康 保 持 増 進 につ い て,採 用 当初 か ら実 践 で き る資 質 能 力 が必 要 で あ る と述 べ て い る.す

な わ ち,新 規 採 用 時 か ら養 護 教 諭 に は これ らの 能 力 を活 用 す る こ とが 期 待 され て い るの で

あ る.

本 学 科 の学 生 は,健 康 観 察 に 関 して は養 護 概 説 や 学 校 保 健 を通 して 理 論 を,看 護 学1・

II,救 急 処 置 及 び看 護 法,看 護 技 術1・II,看 護 臨 床 実 習 を 中 心 に そ の技 術 につ い て 学 ん

で い る.今 年 度 は特 に新 型 コ ロナ ウ イル ス感 染 症 に対 応 す るた め健 康 観 察 の 実 施 は も っ と

高 率 で あ る こ とが 予 想 され た が,実 際 に健 康 観 察 を実 施 した の は約8割 で あ っ た.健 康 観

察 は 担 任 が担 当 す る こ とが 多 く,保 健 室 で の 実 習 が 多 い 学 生 に と って は直 接 健 康 観 察 を体

験 す る機 会 が な か っ た場 合 も あ る と考 え られ るが,保 健 室 で養 護 教 諭 が行 う健 康 観 察 の 方

法 や健 康 観 察 の 結 果 を養 護 教 諭 が ど う学 校 の 中 で 活 か して い るの か を積 極 的 に学 ん で ほ し

い と考 え る.

救 急 処 置 につ いて は看 護 学1・II,救 急 処 置 及 び看 護 法,看 護 技 術1・II,看 護 臨 床 実

習 を中 心 に そ の 技 術 を学 ん で い る.救 急 処 置 につ い て は,外 科 的 な もの は ほ ぼ 全 員 が,内

科 的 な も の は約 半 数 が実 施 で き て い た が,大 学 の 授 業 で も っ と学 び た か っ た と約4割 の 学

生 が 回 答 して い る こ とか ら,養 護 教 育 実 習 で体 験 す る救 急 処 置 の 内 容 に つ い て,さ ら に充
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実 した 講 義 や 実 習 が 必 要 に な る と考 え る.そ の た め 、本 年 度 は,教 育 活 動 予 算 を活 用 して,

日本 赤 十 字 社 京 都 府 支 部 と連 携 し,3・4年 生 対 象 に救 急 法 の 講 習 会 を開 催 した.

ま た,中 央 教 育 審 議 会 答 申1)で は,深 刻 化 す る子 ど もの 現 代 的 な 健 康 課 題 の 解 決 に向 け

て,学 級 担 任 や 教 科 担 任 等 と連 携 し,養 護 教 諭 の有 す る知 識 や技 能 な どの 専 門 性 を保 健 教

育 に活 用 す る こ とを求 め て い る.学 級 活 動 な ど に お け る保 健 指 導 は もち ろ ん の こ と,テ ィ

ー ム ・テ ィー チ ン グや 兼 職 発 令 を 受 け た保 健 の 領 域 にか か わ る授 業 を行 うな ど,養 護 教 諭

の保 健 教 育 に果 た す 役 割 が 増 して い る と述 べ て い る.事 実,筆 者 ら の調 査 らll～13)で も小 ・

中学 生 で は養 護 教 諭 に よ る健 康 教 育 へ の期 待 が 大 きい とい う結 果 が 得 られ て い る.養 護 実

習 にお い て保 健 教 育 を実 施 した 学 生 が 年 々増 加 して い る と楠 本14)が 述 べ て い る よ うに,

本 調 査 で も,学 生 の 約9割 が養 護 教 育 実 習 中 に何 らか の 形 で保 健 教 育 を実施 して い た.し

か しな が ら,個 別 の保 健 指 導 は低 率 で あ った.

本 学 科 の学 生 は,保 健 教 育 関 連 の 授 業 が少 な く,養 護 概 説 や 学 校 保 健 で 理 論 を,特 別 活

動 論 指 導 法 や養 護 教 育 実 習 論 で模 擬 授 業 を体 験 して い るが,本 調 査 で 約3割 の学 生 が 「指

導 案 や 授 業 方 法 」 を も っ と学 び た か っ た と回 答 して い る.養 護 教 育 実 習 論 の 授 業 で は,養

護 教 育 実 習 の た め の講 義 を事 前 に15回 実 施 して お り,反 省 会 は4年 生 の 教 職 実 践 演 習 の

授 業 の 中 で 「学 校 の 教 育 活 動 の実 際 に関 す る省 察 」 と して養 護 教 育 実 習 の振 り返 りを3年

生 と合 同 で実 施 して い る.15回 の 講i義 の うち8回(保 健 教 育 の概 要2回,学 習 指 導 案 の 作

成2回,模 擬 授 業4回)を 保 健 教 育 に充 て て い るが,さ らに充 実 した保 健 教 育 の講 義 を実

施 す る必 要 が あ る と考 え る.

ま た,子 ど も の身 体 的 不 調 の背 景 に は,い じめ な どの 心 の健 康 問 題 が あ る場 合 が あ る.

そ の サ イ ンに い ち早 く気 付 く こ との で き る立 場 に あ る養 護 教 諭 が 行 う健 康 相 談 活 動 は,い

じめ や 不 登 校 等 の解 決 に成 果 を あ げて お り,ま す ま す 重 要 に な って き て い る2).

学 校 は児 童 生徒 が 一 日の 大 半 を過 ごす 場 所 で あ り,様 々 な ス トレス を受 け る こ とが 多 い.

筆 者 ら15)の 調 査 で も,ス トレ ス に よ る症 状 は,身 体 的 症 状 の 他,抑 うつ ・不 安 感 情,不

機 嫌 ・怒 り感 情,無 力 感 な どの心 の 症 状 と して 表 れ る こ とが 多 く,こ の よ うな状 況 で 保 健

室 に来 室 す る際,児 童 生 徒 は 自分 の ス トレス 状 態 に気 づ く こ とが 少 な く,体 調 不 良 と して

訴 え る こ とが 多 い こ と を明 らか に して い る.男 女 と も に,悩 み が あ る時 に保 健 室 を利 用 し

て い る児 童 生 徒 に は 身体 的 症 状 が 多 い 傾 向 にあ る こ とか ら,養 護 教 諭 に は体 調 不 良 を訴 え

る児 童 生 徒 に対 す る効 果 的 な対 応 が 求 め られ る と考 え る.

保 健 室 へ 来 室 す る子 ど も の心 身 の健 康 課 題 は多 様 化 して お り,来 室 者 が 多 い 上 に,一 人

当 た りの対 応 時 間 も増 加 して い る.平 成28年 の保 健 室 利 用 状 況 調 査16)に よ る と,小 学 校

の一 日 の平 均 保 健 室 利 用 者 数 は22.0人 で,そ の 中 で,養 護 教 諭 が 「心 の 問題 」 で継 続 支 援

した 児 童 「有 」 と回 答 した 養 護 教 諭 が 小 学 校 で は60.10/・ に も の ぼ り,養 護 教 諭 の行 う健 康
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相 談 が ます ま す 重 要 に な って い る.養 護 概 説 や 学 校 保 健 で は健 康 相 談 の理 論 を,健 康 相 談

活 動 論 で は ロー ル プ レ イで の実 習 を実 施 して い る もの の,養 護 教 育 実 習 で健 康 相 談 を実 施

した 学 生 は約2割 と低 率 で あ った.実 習 校 が 小 学 校 の た め,他 の校 種 と比 較 して養 護 教 諭

の職 務 に お け る健 康 相 談 の割 合 は低 い こ とが影 響 して い る と考 え られ る.加 納 ら17)の 調

査 で も 「健 康 相 談 」 に 関 して は 回答 に ば らつ きが あ り、 「健 康 相 談 の実 施 」 は 同様 の 結 果

で あ っ た.

学 生 が 養 護 教 育 実 習 を充 実 した もの に し,養 護 教 諭 へ の キ ャ リア を高 め るた め に は,養

護 教 育 実 習 の た め の十 分 な 準 備 を行 っ た上 で 実 習 に 臨 む 必 要 が あ る.事 前 の 指 導(オ リエ

ンテ ー シ ョ ンや養 護 教 育 実 習 の た め の 講 義)を 活 用 し,学 生 自身 が 実 習 の 目的 を よ く理 解

した うえ で,4週 間 の実 習 で の 「実 習 の 目標 」 や 「具 体 的 達 成 課 題 」 を 明確 に把 握 し実 習

に 臨 む こ とで,実 習 の成 果 を高 め る こ とが で き る と考 え る.

今 回 の結 果 は,あ くま で も本 学 科 内 で の調 査 で あ り,大 学 の養 護 教 諭 養 成 の特 性 が 影 響

され て い る こ と も考 え られ る た め,今 後 さ ら に他 の大 学 の 学 生 と比 較 して い く こ とが 必 要

で あ る.

5.結 論

2020年 度 養 護 教 育 実 習 の現 状 を把 握 す るた め に,教 職 実 践 演 習(養 護 教 諭)を 履 修 した

学 生 を対 象 と して,養 護 教 育 実 習 の 内 容 に つ い て 調 査 した 結 果,健 康 観 察 約8割,健 康 診

断 約9割,健 康 相 談 約2割,バ イ タル サ イ ン約5割,救 急 処 置 ほ ぼ全 員,環 境 衛 生検 査 約

6割,保 健 教 育 約9割 な ど多 岐 に渡 る 内容 の 実 習 を して い た.ま た,養 護 教 育 実 習 に行 く

前 に大 学 の授 業 で もっ と学 び た か った こ と は,救 急 処 置 約4割,保 健 教 育(指 導 案 や 授 業

方 法)約3割 で あ った.

養 護 教 育 実 習 で の学 び を よ り効 果 的 な もの にす るた め に は,実 習 前 に養 護 教 育 実 習 の 意

義 や 目的 を理 解 す る こ と,そ れ ま で の 学 修 状 況 をふ ま えた うえ で 実 習 で の 取 り組 み の 目標

や 課 題 を明 確 にす る こ とが 大 切 で あ る.ま た,実 習 後 は学 び を 共 有 し振 り返 りを す る こ と

で さ ら に深 い 学 び につ な が る よ う にす る必 要 が あ る.今 回 の養 護 教 育 実 習 の 現 状 に 関 す る

調 査 を活 用 し,事 前 指 導(養 護 教 育 実 習 論)・ 養 護 教 育 実 習 ・事 後 指 導(教 職 実 践 演 習)

を一 体 と して取 り組 む こ とで,本 学 科 に お け る養 護 教 諭 養 成 教 育 を さ らに充 実 させ た い.
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